
中国産“汚染”⾷品、なぜ⼤量に流通︖原産地表⽰義務ない外⾷チェーンは危
険︖ 
 
 TPP（環太平洋戦略的経済連携協定）による農作物輸⼊の是⾮に関する議論が盛り上げる中、中国では⽇
中韓FTA（⾃由貿易協定）合意を前にして⽇本向け⾷品の増産強化が進められているという。 
 そんな中、中国産⾷材の危険を指摘する声が広がっている。 
 厚⽣労働省がネット上で公開している「輸⼊⾷品違反事例」によると、2013 年度、中国からの輸⼊で以
下のような⾷品が不適格とされた。 
・冷凍うに……腸炎ビブリオ最確数 120／g 
・半発酵茶、ウーロン茶……フィプロニル 0.006ppm 検出 
・あさり 活、冷蔵……プロメトリン 0.03ppm 検出 
・FROZEN FRIED OCTOPUS（たこ焼き）……⼤腸菌群陽性 
・⼤⾖粒状たんぱく GS51……亜硫酸ナトリウム（⼆酸化硫⻩として）0.235 g／kg 検出 
・ウーロン茶（単そう）……インドキサカルブ 0.47 ppm、フィプロニル 0.010ppm 検出 
・CANNED STEWED PORK SLICE……指定外添加物（サイクラミン酸 7 マイクロg／g 検出） 
・味付け数の⼦……細菌数 1.3×105／g、⼤腸菌群陽性 
・紅ズワイ棒⾁……⼤腸菌群陽性 
・紅ズワイ棒⾁フレーク……⼤腸菌群陽性 
・ニシン昆布巻……細菌数 4.0×106／g 
・エビインゲン串フライ……細菌数 6.2×106／g 
・冷凍しめさばスライス……⼤腸菌群陽性 
・冷凍切り⾝、むき⾝、うに類（⽣⾷⽤）……細菌数 2.6×105／g 
・こまつな……E.coli 陽性 
・植物由来の健康⾷品（MR.BEE 21）……シアン化合物 260 mg／kg 検出 
・植物由来の健康⾷品（蜂皇宝エクセレント）……シアン化合物 290 mg／kg 検出 
・冷凍にら……メタラキシル及びメフェノキサム 0.05ppm 検出 
・塩蔵蓮根……次亜硫酸ナトリウム（⼆酸化硫⻩として） 0.036 g／kg 検出 
・冷凍むき⾝つぶがい（⽣⾷⽤）……⼤腸菌群陽性 
 ⽇本は世界中から⾷材を輸⼊しているが、中国産は輸⼊量が他国に⽐して多いことを差し引いても、不適
格数は断トツであった。 
 
●発覚しているのは氷⼭の⼀⾓ 
 さらに恐ろしいことに、ノンフィクション作家の河添恵⼦⽒は⽉刊誌「Are You Happy︖」（幸福の科学
出版／2013 年 10 ⽉号）の記事『中国の加⼯⾷品に注意』で、「モニタリング検査は、全輸⼊量の 1 割程
度で、厚⽣労働省の違反事例は氷⼭の⼀⾓なんです」と述べている。さらに「中国産の⾷品（冷凍⾷品や加
⼯品を含む）の輸⼊額はこの20 年でざっくりと4 倍に拡⼤、⾦額的に多いのは⿂介類で野菜がこれに続き
ます。市場には汚染⾷品が⼤量に流通していると考えられます。例えば、『国産もやし』の種（緑⾖）は現
状、90％以上が中国産です。しかも中国で流通するもやしに、発がん性の⾼い無根剤という農薬が使⽤さ
れています」と、中国産⾷材の危険性について警告を発している。 



『中国⾷品を⾒破れ スーパー・外⾷メニュー徹底ガイド』（「週刊⽂春」特別取材班／⽂藝春秋）の中でも
「最⼤のリスクは、中国という国に、⽇本⼈の⾷と健康を預けてしまっていることです。安いから中国産を
⾷べるというのは、それなりの覚悟を伴うということ。それでもあなたは中国産を⾷べますか︖」と、オー
ガニック検査員が警告している。 
 
●中国産⾷材があふれる外⾷産業 
 このように危険な中国産⾷材の購⼊については、スーパーなどで原産地表⽰などのチェックを徹底し、極
⼒購⼊しないようにするのが鉄則であるが、「原産地表⽰の義務がない」外⾷チェーン店で⾷事をする場合
には注意が必要だ。 
 ネット上では「中国産の⾷材を使⽤している外⾷チェーンと⾷材内容」というリストが話題となってい
る。そのリストでは、多くの中国産⾷材を使⽤している注意店舗として、誰もが知っている有名チェーンが
名を連ねる衝撃の結果となっている。 
 実際には、こうした中国⾷材について各チェーンの審査採⽤基準や、どのような対策を講じているのか問
い合わせを⾏ったところ、以下の2 社から回答があった。 
 スシローを運営するあきんどスシローは、次のように回答を寄せた。 
「中国産⾷材は、あんこう肝･⼤うなぎ・えびチーズ・えびアボカド・煮あなご・わさびなす・かんぴょう
巻・蛤・うどんの⾁・あさり・たこの唐揚げ・⼤葉・⼤根おろし・ねぎ・たまねぎ・しょうが等となってい
ます。安全対策として、⾷材は定期的な⾷味検査を実施、海外⾷材の審査採⽤については徹底した衛⽣管理
チェック体制を取っております。また、各店舗への抜き打ち検査等も実施しています」 
 また、ロイヤルホストは「HP 上で公開している内容がすべて」との回答であったため、HP を確認した
ところ、国産品については原産地情報を公開しているが、輸⼊品に関しては⾮公開。「輸⼊⾷品に関しては
厚⽣労働省から指定された検査基準をクリアし、所定の⼿続きを経て輸⼊されたもののみ使⽤」と記載があ
るだけで、中国⾷材がどのメニューに使⽤されているかは不明であった。 
 ⽇本冷凍⾷品協会の公開情報では、昨年度の中国からの調理冷凍⾷品の輸⼊は16.4 万トン。全輸⼊量の
実に 6 割を占める。輸⼊量は「データでは 07 年がピークで 09 年度までは下降していたが、10 年度より
また年々増加の傾向となっている」そうだ。 
 財務省による貿易統計データによると、02 年から現在まで輸⼊相⼿国として、常に中国がトップとなっ
ている。最⼤の輸⼊相⼿国である中国からは、⾷材の輸⼊量も増加傾向にある。 
 外国からの⾷材輸⼊量が増えている状況を受けて、農林⽔産省では「外⾷の原産地表⽰ガイドライン」を
策定しHP 上で啓蒙しているが、現状はほとんど効果は出ていない。 
 FTA が合意すれば、さらに中国⾷材の輸⼊増加が懸念される。検閲対策強化と加⼯⾷品・外⾷チェーン
の原産地表⽰の法的義務化を早急に果たす必要があるのではないだろうか。 
（⽂＝成⽥男／フリーライター） 
 


